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３月６日（土），晴れやかな空のもと，第５９回卒業式を挙行いたしました。岩沼市長 菊地 啓夫様，教

育長 百井 崇様，教育委員 氏家 真由美様にご臨席賜り，卒業生の門出をお祝いしました。新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため，内容や方法を一部変更・縮小しての実施でしたが，卒業生一人一人に卒業証書を

手渡しすることができました。卒業生を代表して    さんが別れのことばを読み上げ，そして，卒業生

７７名が中学校を巣立っていきました。１・２年生の皆さんは，卒業式に立ち会うことができませんでしたの

で，「別れのことば」を掲載します。卒業生の思いや在校生へのメッセージをしっかりと受け止めてください。

３年生からバトンを受け取った１・２年生の皆さん。今度は，皆さんが学校を

引っ張っていく番です。先輩たちの学校への思い，築き上げてきた北中学校のよ

き伝統を受け継いで，さらに発展させていくのが皆さんに託された役割です。

新生徒会のスローガン『Move forward to my own goal！』は，「生徒一人一人

が学校生活を通して，自分の良さを見つけ，その個性や意見を大切にしていこう」

という思いが込められています。スローガンのもと，よりよい北中を築き上げて

ほしいと思います。

来月には，新１年生が入学してきます。先輩として，後輩に中学校のよさを伝

え，導いていけるように，しっかり準備していきましょう。

 平成 23 年（2011 年）3 月 11 日（金）14 時 46 分，東北地方太

平洋沖地震（M9.0）が発生しました。この地震と津波に伴う一連

の災害を「東日本大震災」と呼びます。あれから 10 年の月日がた

ちます。あの日の岩沼は震度６弱でした。先月 13 日深夜に発生し

た福島県沖の地震（M7.3）でも岩沼は震度６弱でしたが，しかし，

地震のもつエネルギー量（マグニチュード）がまるで違いました。

マグニチュードが１違うとエネルギーは約 32 倍になりますが，東

北地方太平洋沖地震は，2 月 13 日の地震の 354 倍のエネルギー量

でした。そのために大きな被害が発生し，そして，大津波が襲来し

ました。当時，大変つらく悲しい思いをされたご家庭もあったかと

思います。改めて，被害に遭われた皆様にお見舞申し上げます。

１・２年生は，当時３～４歳で，震災を体験はしているものの，はっきりとした記憶はあまりないかもしれ

ません。ご家庭で震災について語り継ぎ，命を守る行動について話し合う機会にしていただければと思います。
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